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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体腔に挿入可能な内視鏡システム用のファイバースコープ連結装置であって、
　前記体腔の画像の光学信号を伝送するための、第１の端部と第２の端部とを有する細長
状伝達媒体と、
　前記伝達媒体の前記第１の端部に取り付けられ、前記体腔からの前記光学信号を受信し
て前記第１の端部に送るためのレンズと、
　前記伝達媒体の前記第２の端部に取り付けられ、該伝達媒体と連通している連結カラー
であって、前記内視鏡システムの内視鏡に連結されて蛍光透視鏡デジタル画像信号を受け
ると共に、前記内視鏡システムと通信するように構成され、又、前記光学信号をファイバ
ースコープデジタル画像信号に変換するように構成され、更に、前記ファイバースコープ
デジタル画像信号と前記蛍光透視鏡デジタル画像信号とを、統合デジタル画像信号に変換
し、該統合デジタル画像信号を前記内視鏡システムに送りファイバースコープによる画像
化と蛍光透視鏡による画像化とが同時に行われるように構成された連結カラーと、
を含む、装置。
【請求項２】
　前記細長状伝達媒体が、前記光学信号を前記伝達媒体の前記第１の端部から前記第２の
端部に伝送するための、所定の屈折率を有するファイバーコアと、前記ファイバーコアの
周囲に配置され、且つ、所定の屈折率より低い屈折率を有するクラッド層と、前記クラッ
ド層の周囲に配置される樹脂緩衝層と、前記緩衝層の周囲に配置される保護層とを備える
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光ファイバー媒体を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記レンズが広角レンズである、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　体腔の蛍光透視鏡と光ファイバーとによる同時画像化機能を有する内視鏡装置において
、
　内視鏡であって、
　　前記内視鏡を制御するための制御システムと、
　　前記制御システムから遠位先端まで延在し、前記制御システムと連通している挿入可
能なチューブと、
　　前記制御システムと連通しているスコープコネクタまで延在するスコープ媒体と、
を含む、内視鏡と、
　前記スコープコネクタを受け入れて前記制御システムと連係し、前記内視鏡に光を与え
る光源装置を有するシステムタワーと、
　第１の端部と第２の端部とを有し、前記体腔からの前記光学信号を第１の端部で受信し
て前記第２の端部に送るための細長状伝達媒体と、前記第２の端部に取り付けられ前記ス
コープコネクタに連結されて蛍光透視鏡デジタル画像信号を受けるようになされた連結カ
ラーであって、前記連結カラーは前記光学信号をファイバースコープデジタル画像信号に
変換するよう構成され、さらに前記デジタル画像信号及び前記蛍光透視鏡デジタル画像信
号を結合デジタル画像信号に変換するよう構成された連結カラーを含む、前記内視鏡と協
働可能なファイバースコープ連結装置と、
　蛍光透視鏡と光ファイバーとによる同時画像化を行うために前記連結カラーに接続され
前記結合デジタル画像信号を受信するよう構成されたビデオ画像装置と、
を含む、内視鏡装置。
【請求項５】
　前記細長状伝達媒体が、前記光学信号を前記伝達媒体の前記第１の端部から前記第２の
端部に伝送するための、所定の屈折率を有するファイバーコアと、前記ファイバーコアの
周囲に配置され、且つ、前記所定の屈折率より低い屈折率を有するクラッド層と、前記ク
ラッド層の周囲に配置された樹脂緩衝層と、前記緩衝層の周囲に配置された保護層とを含
む光ファイバー媒体を含む、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記体腔からの前記光学信号を受信するための、前記伝達媒体の前記第１の端部に取り
付けられ、前記伝達媒体と連通しているレンズ
を含む、請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　前記レンズが広角レンズである、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記ファイバースコープ連結装置が、前記細長状伝達媒体を通じて光を放射することで
それを通じて光学信号を反射させる光源を含む、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記連結カラーが、前記細長状伝達媒体の前記第１の端部から前記ビデオ画像装置に光
学信号を転送するよう構成される、請求項４に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ビデオ画像装置が、前記光学信号を受信し、前記体腔の画像を処理するよう構成さ
れる、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記遠位の連結器が第１の接続ポートと第２の接続ポートとを含み、前記光学信号のビ
デオ画像化のために、前記第１の接続ポートが前記システムタワーに取り付けられ、前記
第２の接続ポートが前記連結カラーを受け入れ、且つ前記ビデオ画像装置と接続されるよ
う構成される、請求項４に記載の装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本願は、２００６年８月３１日出願の「ＦＩＢＥＲＳＣＯＰＥ　ＩＮＴＥＲＦＡＣＩＮ
Ｇ　ＡＰＰＡＲＡＴＵＳ　ＦＯＲ　ＥＮＤＯＳＣＯＰＩＣ　ＰＲＯＣＥＤＵＲＥＳ」と題
される米国仮特許出願第６０／８４１，５９３号明細書の恩典を主張し、その内容全体が
参照により本明細書に援用される。
【０００２】
　本発明は医療機器、より詳細には内視鏡手技用のファイバースコープ連結装置に関する
。
【背景技術】
【０００３】
　近年、内視鏡の関わる最小侵襲の外科手技が進歩している。かかる手技は、従来の侵襲
的な外科手技に優る有利な代替策であることが分かっている。かかる利点としては、回復
期間の短縮、並びに入院及び医療費の一層の効率化が挙げられる。
【０００４】
　内視鏡機器は、典型的には腹部領域において、様々な手技に広く使用されている。内視
鏡検査は、内視鏡を介して体内器官、関節又は内腔の内部を検査及び視診するものである
。内視鏡検査により医師は生体内の通路をのぞき込むことが可能となる。内視鏡手技を用
いて内臓器官及び生体構造を精密に検査することで様々な病態を診断でき、また、断裂し
た軟骨を関節支持面から除去するなど、治療及び修復を誘導することもできる。生検、す
なわち病理検査のための組織標本採取の関わる手技もまた、内視鏡的な誘導のもとに実施
できる。例えば、内視鏡手技として以下の周知の手技、すなわち、胃内視鏡検査、Ｓ状結
腸鏡検査及び大腸内視鏡検査、食道胃十二指腸内視鏡検査（ＥＧＤ）、内視鏡的逆行性胆
道膵管造影法（ＥＲＣＰ）、並びに気管支鏡検査が挙げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第７，１２０，２８２号明細書
【特許文献２】米国特許第６，９８５，５５５号明細書
【特許文献３】米国特許第６，９５２，４６４号明細書
【特許文献４】米国特許第６，９１２，２６６号明細書
【特許文献５】米国特許第６，９７５，３３８号明細書
【特許文献６】米国特許第５，８４１，４９１号明細書
【特許文献７】米国特許第５，１２４，７８９号明細書
【特許文献８】米国特許第６，８９５，０７７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　十分であるとはいえ、多くの機器及び手技は改良され得る。例えば、蛍光透視鏡手技及
び内視鏡手技における観察及び観察効率を改良する必要がある。一般的には、蛍光透視法
は内視鏡手技とは別に行われる。手技又は診断が連続するため、結果として診断を終える
までにかかる時間が長くなる。従って、内視鏡手技及び蛍光透視鏡手技における体腔又は
管腔内の画像化機能を改良する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は概して、内視鏡手技及び蛍光透視鏡手技における患者の体内構造の画像解析を
改良する方法を提供する。
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【０００８】
　一実施形態において、本発明は、体腔に挿入可能な内視鏡システム用のファイバースコ
ープ連結装置を提供する。本装置は、体腔の画像の光学信号を伝送するための第１の端部
と第２の端部とを有する細長状伝達媒体を含む。本装置はさらに、体腔からの光学信号を
受光するための伝達媒体の第１の端部に取り付けられたレンズを含む。レンズは伝達媒体
と連通している。本装置はさらに、伝達媒体の第２の端部に取り付けられ、それと連通し
ている連結カラーを含む。連結カラーは内視鏡システムと連係し、そこに光学信号を転送
するよう構成され、それにより光ファイバーによる画像化と蛍光透視鏡による画像化とが
同時に行われる。
【０００９】
　別の実施形態において、本発明は、体腔の蛍光透視鏡と光ファイバーとによる同時画像
化機能を有する内視鏡装置を含む。本装置は、内視鏡を制御するための制御システムと挿
入可能なチューブとを備える内視鏡を含む。挿入可能なチューブは制御システムから遠位
先端まで延在し、制御システムと連通している。本装置はさらに、内視鏡の制御システム
と連通しているシステムタワーと、蛍光透視鏡による画像化を行うための、制御システム
及びシステムタワーと連通しているビデオ画像装置とを含む。本装置はさらに、内視鏡と
協働可能なファイバースコープ連結装置を含む。ファイバースコープ連結装置がビデオ画
像装置と連通しているので、体腔の光ファイバーによる画像化と蛍光透視鏡による画像化
とが同時に行われる。
【００１０】
　さらに別の実施形態において、本発明は、体腔の蛍光透視鏡と光ファイバーとによる同
時画像化機能を有する内視鏡装置を含む。本内視鏡装置は、内視鏡を制御するための制御
システムと、制御システムから遠位先端まで延在し、制御システムと連通している挿入可
能なチューブと、スコープコネクタまで延在して制御システムと連通しているスコープ媒
体とを含む内視鏡を含む。本内視鏡装置はさらに、スコープコネクタを受け入れて制御シ
ステム及びファイバースコープ連結装置と連係するよう構成されたシステムタワーを含む
。ファイバースコープ連結装置は内視鏡と協働可能である。ファイバースコープ連結装置
は、スコープコネクタと接続すると内視鏡のデジタル画像信号を受信するよう構成された
連結カラーを含む。連結カラーは、ファイバースコープの光学信号をファイバースコープ
のデジタル信号に変換するよう構成される。連結カラーはさらに、ファイバースコープの
デジタル画像信号及び内視鏡のデジタル信号を結合デジタル画像信号に変換するよう構成
される。本内視鏡装置はさらにビデオ画像装置を含み、これは連結カラーと接続すると結
合デジタル画像信号を受信するよう構成され、それにより蛍光透視鏡と光ファイバーとに
よる同時画像化が行われる。
【００１１】
　別の例において、本発明は、体腔の内視鏡手技における蛍光透視鏡と光ファイバーとに
よる同時画像化方法を提供する。本方法は、光ファイバーの画像信号を受信するステップ
と、光ファイバーの画像信号をファイバースコープのデジタル信号に変換するステップと
を含む。本方法はさらに、ファイバースコープのデジタル信号を蛍光透視鏡のデジタル画
像信号と結合して結合デジタル画像信号を定義するステップを含む。本方法はさらに、結
合デジタル画像信号を表示して体腔の同時画像化を行うステップを含む。
【００１２】
　本発明のさらなる目的、特徴及び利点は、添付の図面と関連させて、以下の詳細な説明
及び添付の特許請求の範囲を考慮することから明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１ａ】本発明の一実施形態に従う蛍光透視鏡と光ファイバーとによる同時画像化機能
を有する内視鏡システムの斜視図である。
【図１ｂ】図１ａの内視鏡システムの立面図である。
【図１ｃ】本発明の一実施形態に従うファイバースコープ連結装置の細長状伝達媒体の斜
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視図である。
【図１ｄ】本発明の一実施形態に従うファイバースコープ連結装置の側面図である。
【図２】光ファイバーによる画像化と蛍光透視鏡による画像化とを同時に行うためのファ
イバースコープ連結装置を実現する内視鏡システムの概略図である。
【図３】本発明の一実施形態に従う光ファイバーによる画像化と蛍光透視鏡による画像化
とを同時に行うための連結カラーの側面図である。
【図４】本発明の一例に従う内視鏡システム用の光ファイバーと蛍光透視鏡とによる同時
画像化の一方法のフローチャートである。
【図５】本発明のファイバースコープ連結装置と組み合わせて使用され得る蛍光透視鏡の
斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明は概して、光ファイバーによる画像化と蛍光透視鏡による画像化とを同時に行う
能力を有する内視鏡システム用ファイバースコープ連結装置を提供する。これは、ファイ
バースコープ連結装置の連結カラーを内視鏡システムのビデオシステムと統合することに
より達成される。連結カラーは、内視鏡のデジタル画像とファイバースコープの画像とを
受け取り、「ピクチャー・イン・ピクチャー」信号などにおける同時表示用にそれらの画
像を結合し、その画像をビデオシステムに伝送するよう構成される。
【００１５】
　図１ａは、本発明の一実施形態に従う挿入チューブ１２を有する内視鏡１１を含む内視
鏡システム１０を示す。この実施形態において、挿入チューブ１２は体腔に挿入され、胃
内視鏡検査、Ｓ状結腸鏡検査及び大腸内視鏡検査、食道胃十二指腸内視鏡検査（ＥＧＤ）
、内視鏡的逆行性胆道膵管造影法（ＥＲＣＰ）、並びに気管支鏡検査を含む様々な内視鏡
手技を行うよう構成される。図示されるとおり、システム１０はファイバースコープ連結
装置１１０をさらに含む。この実施形態において、挿入チューブ１２は複数のチャネルポ
ートを有し、それらを通じて内視鏡ユニット、例えばファイバースコープ連結装置１１０
が配置され得る（図１ｂ及び１ｄを参照）。
【００１６】
　図１ａ及び図１ｂに図示されるとおり、内視鏡１１は、挿入チューブ１２と機械的に連
通し、且つ流体連通している制御システム１４を備える。制御システム１４は、そこに配
置される挿入チューブ１２及び内視鏡部品を制御するよう構成される。図示されるとおり
、制御システム１４は第１の制御ノブ１６と第２の制御ノブ１８とを備える。制御ノブ１
６、１８は、挿入チューブ１２と機械的に連通するよう構成される。制御ノブ１６、１８
によって臨床医は、公知の手段で患者の管腔及び内腔を通じて挿入チューブ１２を制御及
び誘導することができる。制御システム１４はさらにバルブスイッチ（例えば、吸引バル
ブ２０、空気／水バルブ２１、蛍光透視鏡／カメラバルブ２２）を備え、それらの各々が
挿入チューブ１２のチャネルポートの１つと連通している。例えば、吸引バルブスイッチ
２０を作動させると、吸引源から吸引チャネルポートを通じて真空がかかり、患者から不
要なプラーク及びデブリを吸引することができる。一例では、挿入チューブ１２の遠位端
は、経直腸的又は経口的に患者の体内の所定の内視鏡検査位置まで挿入される。挿入チュ
ーブ１２の挿入は、内視鏡手技に応じて経直腸的であったり、又は経口的であったりし得
る。
【００１７】
　この実施形態において、挿入チューブ１２は、制御システム１４に接続され、且つ挿入
部分保護部材２６まで延在する動作部分２５を含む。制御システム１４は動作部分２５と
接続され、挿入チューブ１２を制御するよう構成される。この実施形態において、挿入チ
ューブ１２は、可撓性チューブ２８と、可撓性チューブ２８に接続される湾曲部２９と、
湾曲部２９に接続される内視鏡先端３０とを含む構成部品からなる。スコープ媒体又は汎
用コード３１が一方の端部で制御システム１４に接続され、それと連通している。コード
３１は他方の端部でコネクタ１８´に取り付けられている。コネクタ１８´は導光チュー
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ブ及び電気接点と連通し、光源装置及びビデオ画像装置（ビデオタワー）又は画像処理装
置３３を備える内視鏡システムタワー又はスコープタワー３２に接続される。こうした外
部機器としては、モニタ３４、入力キーボード３５、吸引ポンプ装置３６、及び洗浄瓶３
７を挙げることができ、他の好適な装置はローラー３８を装備したラック３９に設置され
る。
【００１８】
　一例では、挿入チューブ１２の遠位端が患者の体内の所定の内視鏡検査位置まで挿入さ
れる。挿入チューブ１２の挿入は内視鏡手技に応じて経直腸的であったり、又は経口的で
あったりし得る。その位置で、医師は内視鏡ユニットを所望のとおりに作動させ、制御し
得る。蛍光透視鏡及び本発明のファイバースコープ連結装置と組み合わせた内視鏡により
、蛍光透視鏡と光ファイバーとによる同時画像化が可能となる。例えばこれは、蛍光透視
用色素を、カニューレ（図示せず）を介して蛍光透視鏡バルブ２２を通じ、内視鏡先端３
０から患者の体内管腔／内腔部位に注入することによって達成され得る。蛍光透視鏡（図
５）によって蛍光透視法を行うことで、その他の方法では内視鏡が通過できない体内構造
、例えば患者の胆管系の一部の実時間画像を受像し得る。
【００１９】
　蛍光透視法は動いている生体構造を調べるもので、Ｘ線の動画ビデオを提供する手技で
ある。蛍光透視法により医師及び他の臨床医は、骨格系、消化器系、泌尿器系、呼吸器系
、及び生殖器系を含む多くの生体内系を観察することができる。蛍光透視法を実施するこ
とで、骨、筋肉、及び関節、並びに実質臓器、例えば、心臓、肺、又は腎臓を含む体内の
特定の領域を評価し得る。
【００２０】
　この実施形態において、蛍光透視鏡はＸ線機械装置及び蛍光スクリーン（Ｘ線機械装置
と連通している）を含み、医師及び他の臨床医はそれらを用いて生体の内臓器官を観察し
得る。医療診断において、患者はＸ線機械装置と蛍光スクリーンとの間に配置される。連
続的にＸ線ビームを体の検査部分に通過させ、スキャナによってビデオ画像装置３３に伝
送することで、体の一部及びその動きを詳しく見ることができる。放射線が体を通過する
と、様々な濃淡の光と影とがスクリーン上に生成される。
【００２１】
　蛍光透視法は様々な種類の検査及び手技、例えば、バリウムＸ線、心臓カテーテル法、
関節造影法（１つ又は複数の関節の可視化）、腰椎穿刺、静脈カテーテルの留置、静脈性
腎盂造影法、子宮卵管造影法、及び生検で用いられ得る。例えば、バリウムＸ線では、蛍
光透視法によって医師はバリウムが腸を通って動くときの腸の動きを見ることができる。
心臓カテーテル法では、蛍光透視法を追加することで医師は冠動脈を通じた血液の流れを
見ることが可能となり、動脈閉塞の存在を評価できる。静脈カテーテルの挿入に際しては
、蛍光透視法は医師がカテーテルを体内の特定の部位まで案内するのを補助する。
【００２２】
　その同じ手技の最中、且つ同時に、ファイバースコープ連結装置（以下でさらに詳細に
考察される）を内視鏡と共に用いることで内視鏡が導入される体内構造、例えば患者の十
二指腸又は小腸の実時間デジタル画像を受像し得る。次に、蛍光透視鏡及びファイバース
コープ連結装置の各々からの信号又は画像が結合され、ビデオモニタを通じて、カスケー
ド表示、ピクチャー・イン・ピクチャー、交互表示、又は任意の他の好適な表示として表
示され得る。
【００２３】
　図１ｂ～図２は、本発明の一実施形態に従う内視鏡システム１０用のファイバースコー
プ連結装置１１０を示す。図示されるとおり、ファイバースコープ連結装置１１０は、体
腔からの画像の光信号又は光学信号を伝送するための細長状伝達チューブ又は媒体１１２
を含む。この実施形態において、細長状伝達媒体１１２は第１の（又は遠位の）端部１１
４と第２の（又は近位の）端部１１５とを有し、以下にさらに詳細に記載されるとおり、
これを通じて光学信号が、内視鏡によって体腔に、その後画像化システムに伝送され得る
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。
【００２４】
　この実施形態において、細長状伝達チューブ１１２は、所定の屈折率を有する少なくと
も１つのファイバーコア１２２を備える光ファイバー媒体である。好ましくは、光ファイ
バーは、光を全内部反射のプロセスによってその長手方向軸に従い伝送する円筒状の誘電
導波管である。この実施形態において、媒体１１２はさらに、伝達媒体１１２の第１の端
部１１４から第２の端部１１５に光学信号を伝送するためのファイバーコア１２２の各々
の周囲に配置されたクラッド層１２４を含む。好ましくは、各クラッド層１２４は、ファ
イバーコアの各々の所定の屈折率より小さい屈折率を有する。すなわち、全内部反射につ
いて光学信号がコア内に閉じ込められるよう、コア１２２の屈折率は好ましくはクラッド
層１２４より大きい。
【００２５】
　好ましくは、各クラッド層１２４は樹脂緩衝層１２６で被膜される。樹脂緩衝層１２６
はポリマー材料などの任意の好適な非導電性材料で作製され得る。この実施形態において
、媒体１１２はさらに樹脂緩衝層１２６の１つ又は全ての周囲に配置されたポリマー保護
層１３０を含み、それによりファイバーコア１２２の強度を増加させる。
【００２６】
　この実施形態において、ファイバースコープ連結装置１１０はさらに、任意の好適な手
段によって伝達媒体１１２の第１の（又は遠位の）端部１１４に取り付けられたレンズ１
３２（図１ｄ及び３）を含む。好ましくは、レンズ１３２は、内視鏡により体腔を通じて
伝送される光学信号を受光するよう構成され、伝達チューブ１１２と連通していることで
該チューブを通じて光学信号を伝送できる。レンズ１３２は、それを通じて光学信号を受
け取ることができる任意の好適な種類のレンズ、例えば広角レンズであってもよい。使用
に際し、内視鏡を通じて体腔に送られる光は好ましくは、システムタワー３２の光源装置
によってスコープ媒体３１及び挿入チューブ１２を介して提供される。本発明の範囲又は
趣旨から逸脱することなく、光を体腔に送る他の方法が実現されてもよい。
【００２７】
　図示されるとおり、ファイバースコープ連結装置１１０はさらに、伝達媒体１１２の第
２の（又は近位の）端部１１５に取り付けられ、同端部と連通する連結カラー１３４を含
む。好ましくは、連結カラー１３４は外部機器、例えば内視鏡システム１０のシステムタ
ワー３２及びビデオ画像装置３３と連係してそれらにに光信号又は光学信号を伝送するよ
う構成され、内視鏡システム１０のシステムタワー３２が制御システム１４と連通してい
るとき光ファイバーと蛍光透視鏡とによる同時画像化が行われる。
【００２８】
　上述されるとおり、スコープ媒体３１はスコープコネクタ１８´まで延在する。連結カ
ラー１３４はコネクタ１８´に取り付けられ、概して内視鏡のデジタル信号を受信し、フ
ァイバースコープの画像信号をファイバースコープのデジタル信号に変換する。連結カラ
ー１３４は内視鏡のデジタル信号と蛍光透視鏡の画像信号とを結合して結合信号とし、同
時画像化、例えば、カスケード表示又はピクチャー・イン・ピクチャー表示を行う。
【００２９】
　システムタワー３２は、スコープコネクタ１８´を受け入れて、内視鏡１１とファイバ
ースコープ連結装置１１０とシステムタワー３２との間の伝達を行うよう構成される。本
実施形態において、これは図２及び図３に図示されるとおり、連結カラー１３４をスコー
プコネクタ１８´に取り付けることにより達成される。好ましくは、スコープコネクタ１
８´は、システムタワー３２と接続するよう構成された端部１４１を有し、連結カラー１
３４を受け入れるよう構成された側部部分１４２を有する。図２及び図３に図示されると
おり、連結カラー１３４は第１の面１４４と第２の面１４５とを含む。この実施形態にお
いて、第１の面１４４はスコープコネクタ１８´の側部部分１４２と嵌合するピン配列面
である。スコープコネクタ１８´の側部部分１４２により内視鏡のデジタル画像信号の連
結カラー１３４への伝送が可能となる。以下でさらに詳細に記載されるとおり、該連結カ
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ラーは該信号を該ビデオ画像装置に伝送するよう構成される。本明細書に述べられるデジ
タル画像信号の伝送は、任意の好適な手段によって達成され得る。
【００３０】
　米国特許第７，１２０，２８２号；米国特許第６，９８５，５５５号；米国特許第６，
９５２，４６４号；米国特許第６，９１２，２６６号；米国特許第６，９１２，２６６号
；米国特許第６，９７５，３３８号；米国特許第５，８４１，４９１号；米国特許第５，
１２４，７８９号及び米国特許第６，８９５，０７７号の各々が、全体として参照により
本明細書に援用される。
【００３１】
　図示されるとおり、ビデオ画像装置３３は、そこから延在するビデオ連結器１５０を備
える。この実施形態において、ビデオ連結器１５０は、連結カラー１３４の第２の面１４
５と嵌合する受信ピン配列面１５２を有する。連結カラー１３４はビデオ連結器１５０を
受け入れて信号をビデオ画像装置３３に伝送し、蛍光透視鏡と光ファイバーとによる同時
画像化を行う。
【００３２】
　一例では、該連結カラーによってファイバースコープからの画像がファイバースコープ
のデジタル画像信号に変換される。好ましくはこれは、ファイバースコープの光ファイバ
ーコアから得られた画像を連結カラーに内蔵されたＣＣＤ（電荷結合素子ディスプレイ）
上に投影することにより達成される。該連結カラーは第１の面をスコープコネクタの側部
部分と連結することによりデジタルの内視鏡画像信号を受信する。この例では、ファイバ
ースコープ画像は内視鏡と統合される。
【００３３】
　蛍光透視用色素が体腔中に注入されると、次にファイバースコープ及び蛍光透視鏡から
のデジタル信号が該連結カラー内で結合され、それにより結合されたデジタル画像信号は
ここで「ピクチャー・イン・ピクチャー」デジタル画像として見える画像となる。このデ
ジタル信号は次に、同じピン配列を介してシステムタワーのビデオディスプレイへとビデ
オ連結器に出力され、それによりファイバースコープ及び蛍光透視鏡の双方からの画像が
同時にビデオモニタに表示される。一実施形態において、内視鏡システムの蛍光透視鏡機
構は内視鏡とは別個の機器として存在し、生体構造がよりはっきりと見え得るように造影
剤を体腔に注入するためだけに使用される。
【００３４】
　図４は、内視鏡手技における蛍光透視鏡と光ファイバーとによる同時画像化の一方法２
１０の例を表す。示されるとおり、本方法は、ボックス２１２において蛍光透視鏡のデジ
タル画像信号を受信するステップを含む。一例では、これは上述される内視鏡と組み合わ
せた蛍光透視鏡３１０（図５を参照）の使用により達成される。示されるとおり、蛍光透
視鏡３１０はＸ線スキャナを有するＸ線機械装置３１２と、Ｘ線機械装置３１２と連通す
る蛍光スクリーンベッド（又はＸ線透視台）３１４とを含む。ビデオ画像装置３３（上述
された）はＸ線機械装置３１２と連通して体内の内臓器官の観察を可能にする。
【００３５】
　この例では、患者に手又は腕を通して静脈（ＩＶ）ラインが挿入され得る一方、患者は
Ｘ線透視台に位置決めされる。さらに、標的部位に隣接する領域、例えば、胆管系内部の
蛍光透視については十二指腸まで内視鏡が患者に導入される。調べている対象の構造をよ
り良く見えるようにするため蛍光透視用色素又は造影物質が内視鏡ラインに注入され得る
。すなわち、蛍光透視用色素は、蛍光透視鏡のカニューレ又はカテーテルによって内視鏡
の蛍光透視鏡バルブ２２を介して体腔部位に注入され得る。該体腔部位は、その他の方法
では内視鏡が到達できない部位、例えば胆管系であり得る。上述されるとおり、色素が体
腔に注入されると、蛍光透視鏡のデジタル画像信号が蛍光透視鏡により生成され、本明細
書において考察されるとおり実時間ビデオに変換され得る。一例では、Ｘ線スキャナを用
いてＸ線信号を受信し、デジタルビデオ信号に変換して、検査又は処置される生体構造の
蛍光透視画像を生成し得る。
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【００３６】
　この例では、次に光ファイバーの画像信号が受信され、ボックス２１４において上記に
考察したとおり該連結カラーによってファイバースコープのデジタル信号に変換される。
好ましくは、蛍光透視鏡及びファイバースコープのデジタル信号は次にボックス２１６に
おいて該連結カラーにより上述した任意の好適な手段によって結合され、結合デジタル画
像信号が定義される。該結合デジタル画像信号により内視鏡から離れた体腔（例えば、内
視鏡によって到達できない胆管系の領域）の実時間ビデオの表示及び内視鏡に隣接した領
域（例えば、十二指腸）の実時間ビデオの表示が可能となる。
【００３７】
　本方法はさらに、ボックス２１８において結合デジタル画像信号を表示して同時画像化
（遠隔観察と近接観察とを同時に）を行うことを含む。これは、ビデオ連結器により信号
を受信し、ビデオモニタを有するビデオ画像装置にその信号を伝送することにより達成さ
れ、ビデオモニタが結合デジタル画像をカスケード表示又はピクチャー・イン・ピクチャ
ー表示として表示する。
【００３８】
　本発明は好ましい実施形態に関して説明されているが、特に前述の教示をふまえれば当
業者は修正を加え得ることから、当然ながら、本発明はそれらに限定されないことは理解
されるであろう。

【図１ａ】 【図１ｂ】
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